
前
講
座

」
の
様
子
な
ど
の
紹
介
を
行
う
予
定
で
す

。

校
に
出
張
し
子
供
た
ち
に
河
川
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
す
る

「
出

　
来
月
号
で
は

、
災
害
復
旧
完
了
箇
所
の
紹
介
の
ほ
か
に

、
小
学

し
た

。
河
川
の
ブ
ー

ス
も
出
展
し
ま
し
た

。

て
建
設
業
の
魅
力
や
公
共
事
業
の
必
要
性
を
大
規
模
に
Ｐ
Ｒ
し
ま

紹
介
で
す

。
国
や
県

、
県
内
の
建
設
業
関
連
団
体
が
一
体
と
な

っ

　
三
つ
目
は

、
今
月
末
に
開
催
さ
れ
た

「
建
設
フ

ェ
ス
タ
　

」
の

検
討
を
行

っ
て
い
ま
す

。

画
の
作
成
や
現
在
行

っ
て
い
る
河
川
整
備
事
業
の
再
評
価
な
ど
の

討
委
員
会
を
設
置
し
て

、
河
川
整
備
計

の
方
を
委
員
と
し
た
河
川
整
備
計
画
検

員
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

。
有
識
者

第
一
回
茨
城
県
河
川
整
備
計
画
検
討
委

の
行
事
の
中
か
ら

、
平
成
二
十
四
年
度

　
二
つ
目
は

、
今
月
行
わ
れ
た
河
川
課

ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

市
十
王
町
伊
師

）
が
あ
り

、
現
地
か

ブ
キ
樹
叢

（
じ
ゅ
そ
う

）
」
（
日
立

に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
い
ぶ
き
山
イ

現
場
の
す
ぐ
近
く
に
は
天
然
記
念
物

復
旧
を
取
り
上
げ
ま
し
た

。

回
は
高
萩
市
内
の
石
滝
地
区
海
岸
の

今
号
の
内
容
の
一
つ
目
は

、
災
害
復
旧
の
現
場
の
紹
介
で
す

。
今

等
の
紹
介
も
行

っ
て
い
き
ま
す

。

か
ら

、
今
号
か
ら
は

、
河
川
課
で
行

っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が

、
災
害
復
旧
も
ほ
ぼ
完
了
し
て
き
た
こ
と

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
災
害
復
旧
の
様
子
を

(

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
号

)

　
 
河
川
か
わ
ら
版

ク
リ
ー

ト
の
打
設
を
行
い
ま
し
た

。

叩
き
部
を
取
り
壊
し
た
後

、
生
コ
ン

　
復
旧
に
つ
い
て
は

、
損
傷
し
た
水

れ
て
い
ま
す

。

表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
り
作
ら

堤
防
が
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

 
水
叩
き
は

、
波
が
越
流
し
た
と
き
に
海
岸

受
け
ま
し
た

。

波
打

っ
た
り

、
亀
裂
が
入
る
な
ど
の
損
傷
を

　
海
岸
堤
防
の
水
叩
き
部
が
地
震
に
よ

っ
て

、

　
　
　
　
　
　

【
復
旧
完
了
箇
所

】

◎
石
滝
地
区
海
岸
の
堤
防
復
旧

（
高
萩
市
石
滝

）

vol.8 

完成写真 

施工状況写真① 
被災状況写真 

損傷した水叩き部のコンクリート 

を取り壊しています。 
生コンクリートを 
打設しています。 

いぶき山イブキ樹叢 

施工状況写真② 

 石滝地区海岸 

 海岸堤防の損傷  

 L= 442 m 

いぶき台団地 

位置図 

いぶき山イブキ樹叢 
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い
て
の
対
応
等
に
つ
い
て
回
答
す
る
予
定
で
す

。

し
た

。
次
回
以
降
の
委
員
会
で

、
今
回
頂
い
た
意
見
に
つ

手
法
や
環
境
面
に
つ
い
て
な
ど

、
様
々
な
意
見
を
頂
き
ま

　
会
議
で
は

、
委
員
の
方
々
か
ら

、
費
用
対
効
果
の
計
算

長
岡

]

に
お
け
る
調
査
状
況

）

地
調
査
を
行
い
ま
し
た

。

（
写
真
は
涸
沼
前
川

[

茨
城
町

　
委
員
会
の
会
議
の
前
に
涸
沼
川
圏
域
の
事
業
河
川
の
現

す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す

。

の
再
評
価
に
つ
い
て
は

、
五
年
ご
と
に
当
委
員
会
で
実
施

評
価
で
す

（
圏
域
に
つ
い
て
は
左
図
参
照

）
。
河
川
事
業

の
う
ち

、
涸
沼
川
圏
域
と
利
根
川
圏
域
の
事
業
河
川
の
再

　
今
回
の
議
題
は

、
河
川
整
備
計
画
に
位
置
付
け
る
事
業

催
さ
れ
ま
し
た

。

　
今
年
度
の
第
一
回
目
の
委
員
会
は
十
月
二
十
三
日
に
開

分
野
の
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

。

と
し
た
各
種
検
討
を
行

っ
て
お
り
ま
す

。
委
員
会
は

、
各

検
討
委
員
会
を
設
置
し

、
河
川
整
備
計
画
の
策
定
を
中
心

た
河
川
整
備
を
推
進
す
る
た
め

、
茨
城
県
河
川
整
備
計
画

　
茨
城
県
で
は

、
治
水
・
利
水
に
加
え
環
境
に
も
配
慮
し

　
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
茨
城
県
河
川
整
備
計
画

【
今
月
の
河
川
課
の
行
事

】

が
で
き
た
と
思
い
ま
す

。

の
状
況
や
建
設
業
の
魅
力
な
ど
を
皆
様
に
伝
え
る
こ
と

　
こ
の
機
会
に

、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
の
復
旧

き

、
新
聞
の
記
事
に
載
り
ま
し
た

。

学
校
で
先
生
に
自
慢
し
た
い

」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂

か
り
や
す
か

っ
た

。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
も
ら

っ
た
し

、

記
者
体
験
を
し
た
小
学
生
か
ら
は

、

「
ダ
ム
の
話
が
分

か
り
易
い
と
好
評
で
多
く
の
方
が
見
に
来
て
い
ま
し
た

。

型
実
験

（
写
真
③

）
も
行
わ
れ
ま
し
た

。
こ
ち
ら
も
分

　
ま
た

、
河
川
課
ダ
ム
砂
防
室
の
職
員
に
よ
る
ダ
ム
模

ら
え
た
と
思
い
ま
す

。

楽
し
み
な
が
ら
土
の
う
の
作
り
方
や
用
途
を
覚
え
て
も

の
時
に
多
く
使
用
さ
れ
る
材
料
で
重
要
な
も
の
で
す

。

川
課
の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た

。
土
の
う
は
災
害
復
旧

し
た

。
こ
の
土
の
う
作
り
体
験
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
河

る
こ
と
が
で
き
る
と
賞
品
が
も
ら
え
る
た
め

、
好
評
で

験

（
写
真
②

）
で

、
指
定
さ
れ
た
重
さ
の
土
の
う
を
作

　
子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ

っ
た
の
が
土
の
う
作
り
体

(

写
真
①

)

ら
も
震
災
復
興
写
真
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
掲
示
し
ま
し
た

。

　
茨
城
県
土
木
部
で
も
ブ
ー

ス
を
出
展
し

、
河
川
課
か

集
ま
り

、
建
設
業
の
魅
力
を
体
験
し
ま
し
た

。

連
団
体
で
各
地
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
約
一
万
五
千
人
が

わ
れ
ま
し
た

。
主
催
は
国
や
県

、
県
内
の
建
設
産
業
関

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
西
口
ゲ
ー

ト
前
特
設
広
場
で
行

第
十
九
回
目
と
な
る
今
年
は
十
月
二
十
八
日

（
日

）
に

く
り
の
た
め
に

、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す

。

産
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア

ッ
プ
や
若
い
人
た
ち
へ
の
魅
力
づ

　
魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て

、
建
設

◎
建
設
フ

ェ
ス
タ
　
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

【
イ
ベ
ン
ト
紹
介

】
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現地調査写真 会議写真 

【今年度委員会審議①】 

涸沼川圏域 事業評価 

【今年度委員会審議③】 

久慈川圏域 河川整備計画 

小貝川圏域 

涸沼川圏域 

久慈川圏域 

那珂川圏域 

霞ヶ浦圏域 

利根川圏域 

中川圏域 

二級圏域 

【今年度委員会審議②】 

利根川圏域 事業評価 
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写真① パネル展示 写真② 土のう作り体験 写真③ ダム模型実験 


